「SDGs を実現するクリエイティブ人材の育成に向けた 理論研究と教育実践 － サイエンス、 テクノロジー、アート、デザインの相互連関を鍵として」 by 小林 敦
「SDGs を実現するクリエイティブ人材の育成に向













“ Theoretical research and educational practice 
for developing creative human resources to realize the SDGs”  
－ Key to the interrelationship of science, technology, art and 
design”  
 
神田外語学院  非常勤講師  
小林  敦  













ず、理論研究として SDGs に関して複眼的に把握する（第 2 章）。  
次に、「成功」のためのスキル、アート思考／デザイン思考、イ
ノベーション人材像、アートパワー・アート効果の本質を連続的に
理解する（第 3 章）。  
そして、スタディーツアーにおける現代アート鑑賞のための導入
知識として、ビジュアル・シンキング・ストラテジー（ VTS）、現代
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アート評価の体系化について説明する（第 4 章）。  
最後に、こうした理論研究を基に展開した神田外語学院での「知
の探究」という講義の補講という位置付けで実施した「アフター『知
の探究』としての勉強会＆スタディーツアー」（第 3 章、第 4 章）
に関する教育実践について報告する。  
 
第 1章  「勉強会＆スタディーツアー」の企画・構想意図  
 















どの参加学生を募り、 2020 年 1～ 2 月にかけて、「アフター『知の
探究』としての勉強会＆スタディーツアー」を、守屋あゆ佳さん（当
時は神田外語学院国際ビジネスキャリア科 2 年生、現在は東京外国











（ 2） SDGs がグローバルビジネスや各国の公共政策とどのように
結びついているのかを深く理解できるようにする  
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〇 SDGs の基本情報  
〇 CSR／ ESG／ SDGs に関わる国内外の動き  
〇なぜ、いま SDGs は重要なのか  
〇 SDGs の 17 の目標と「 5 つの P」の関係性  
〇 SDGs に求められる「 5 つの主要原則」  
〇 MDGs の 8 つの目標  
〇 SDGs を理解する上での重要用語（政策・国際会議、環境・自然、
ジェンダー・教育・情報、企業・ビジネス・マーケティング）  
〇 SDGs を理解する上での重要用語の派生問題（ SDGs×国際政治、
SDGs×スポーツ、 SDGs×テクノロジー、 SDGs×ビジネス）  





えるために、 SDGs の中でも以下の内容に焦点を当てて説明した。  
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ことの重要性を［表 1］「『成功』のための“ 6 つの C”とは」に基
づき、就職内定や大学編入学の合格を目指している参加学生に対し
て力説した。  
なぜならば、第 2 章の「 SDGs の問題提起と問題解決」と第 3 章
の「アート思考／デザイン思考」の必要性をつなぐ上で、「『成功』
のための“ 6 つの C”」が架け橋になると考えたからである。  
尚、ここで述べる「成功」とは、「健康で、思慮深く、思いやり
があり、他者と協力し、創造的で、自分の能力を発揮する責任感あ
る市民になること」と定義する（田子学・田子裕子（ 2019））。  
 田子学・田子裕子（ 2019）は、キャシー・ハーシュ＝パセック、
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ロバータ・ミシュニック・ゴリンコフ（ 2017）に依拠しつつ、以下
のように［表 1］「『成功』のための“ 6 つの C”とは」を具体的に
咀嚼しながら整理している。  
 
［表 1］「『成功』のための“ 6 つの C”とは」  
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ィブ・コンフィデンスが自ずと身に付くのは、デザインによる最
大の成果といえるかもしれない。  
（出所）田子学・田子裕子（ 2019）、 pp.108-111 
 













[表 2]「ロジカル思考、デザイン思考、アート思考の比較」  
 ロジカル思考  デザイン思考  アート思考  
年代  2000 年頃～  2010 年頃～  2015 年頃～  
目的  顕在的課題の解決  潜在的課題の解決  価値の革新  
特徴  分析的  共感的  衝動的  







（出所）若宮和男（ 2019）、 p.224（一部修正）  
 
 若宮和男（ 2019）は、こうした 3 つの思考について、手際よく以
下のように比較しながら説明している。  
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 さらに、こうしたデザイン思考を必要とする SDGs を実現するた
めの問題解決型の“デザイナー”として、イノベーション人材像と





［表 3］「 2019 年度武蔵野美術大学造形学部デザイン情報学科：一

















きたが、AI や IoT 時代に向けて「自動化」を入り口に日々の問題
意識や課題の先読み能力を問う問題である。評価では、出題の理
解能力と問題意識の高さ、自動化に対する独自の着眼点、課題の
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先読みにつながる論理展開能力、自動化の多様性等の分析、等を
主要なポイントとした（後略）。  

































[表 4]「アートパワー」  
（ 1）  問題提起力  
・自己の探究（自分とは何か、自分は何をしたいのか）  
・批判的洞察（前提を疑い、問いを建て続ける）  













（出所）電通  美術回路 [編 ]（ 2019）、 pp.4-11 を基に筆者作成  
 
[表 5]「アート効果」  
（ 1）  ブランディング  
・イメージの構築（商品や企業のブランドイメージの刷新） 
・付加価値化（モノを超えた意味の付与）  
（ 2）  イノベーション  
・インスピレーション（新しいひらめきを生み出す）  
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・プロトタイピング（画期的な試作品を生み出す）  






































[表 6] 「ビジュアル・シンキング・ストラテジー（ VTS）における
美的な発達段階」  
第 1 段階  感覚や記憶、個人的な連想を用いて作品を観察し、物
語をその中に見つける。感情によって作品を判断する  
第 2 段階  自分自身の直感、および知識や社会的な価値観によっ
て作品を理解する枠組みをつくる。作品ができないと
きは、価値も見いだせない  
第 3 段階  十分な情報と知識を持ち、芸術を分析して分類する。
芸術に関する歴史的な事実、芸術理論、技術的な事実
などに興味を持つ  
第 4 段階  第 2 段階の枠組みと第 3 段階の知識をあわせもち、芸
術に対する関係を築く。抽象的・隠喩的な可能性の解
釈も行う  
第 5 段階  成熟し、哲学的な心を持ち、これまでのすべての思考
と感覚のすべてを具体化する。客観的であり、主観的
な見方ができる  
（出所）高橋芳郎（ 2019）、 pp.224-225 
 
[表 7]「現代アート評価法」  
（ 1）  新しい視覚・感覚の追求  
作品を目にした瞬間に鑑賞者が体験する感覚的なインパクトの
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追求。作品鑑賞を通し鑑賞者に対して、非日常感やいままで体験
したことのない感覚を与える力  
























（ 7）  エロス・タナトス・聖性  
生物としての人類に共通する観念としての生死、およびそれと表
裏一体となる性に対する主観的表現。そこに見え隠れする死と









（出所）電通  美術回路 [編 ]（ 2019）、 p.119 
 
















SECTION1 都市の新たな可能性  
本セクションは現在進行中の都市計画や未来の都市像を提案す
るプロジェクトなどを、写真や映像、模型を通して紹介する。人



























SECTION4 身体の拡張と倫理  
テクノロジーは、ロボット工学とバイオ技術のふたつの道筋か
ら、身体能力の拡張によって応用され始めている。本セクション




























うした SDGs には、次の 3 要素の調和が求められている（バウンド、
功能聡子・佐藤寛 [監修 ]（ 2019））。  
（ 1）経済開発（経済活動を通じて富や価値を生み出していくこと）  
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（ 2）社会的包摂（社会的に弱い立場の人も含め、一人ひとりの人
権を尊重すること）  
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[SDGs 関連 ] 
落合陽一、 2019、『 2030 年の世界地図帳』 SB クリエイティブ  
蟹江憲史、 2020、『 SDGs（持続可能な開発目標）』中公新書  
笹谷秀光、 2020、『 SDGs 見るだけノート』宝島社  
夫馬賢治、2020、『 ESG 思考－激変資本主義 1990-2020、経営者も投
資家もここまで変わった』講談社 +α新書  
中石和良、2020、『サーキュラー・エコノミー－企業がやるべき SDGs
実践の書』ポプラ新書  
日能研、 2017、『 SDGs2030 年までのゴール』みくに出版  
バウンド、功能聡子・佐藤寛 [監修 ]、2019、『 60 分でわかる！ SDGs
超入門』技術評論社  
モニターデロイト [編 ]、2018、『 SDGs が問いかける経営の未来』日
本経済新聞出版社  
村上芽・渡辺珠子、 2019、『 SDGs 入門』日本経済新聞出版社  
ピーター・レイシー＆ヤコブ・ルトクヴィスト、アクセンチュア・







阿部祐太、 2018、『バウハウスとはなにか』阿部出版  
天野晴久、 2019、『創造力とデザインの心得－ 5 年後の“必要”を
つくる、正しいビジネスの創造計画』ワニ・プラス  
岡崎大輔、 2018、『なぜ、世界のエリートはどんなに忙しくても美
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後藤繁雄、 2018、『アート戦略／コンテンポラリーアート虎の巻』
光村推古書院  
小林美香、 2005、『写真を〈読む〉視点』青弓社  
紺野登・野中郁次郎、 2018、『構想力の方法論』日経 BP 社  
佐宗邦威、2015、『 21 世紀のビジネスにデザイン思考が必要な理由』
クロスメディア・パブリッシング  
佐宗邦威、 2019、『直感と論理をつなぐ思考法』ダイヤモンド社  
佐宗邦威、 2019、『ひとりの妄想で未来は変わる－ VISION DRIVEN 
INNOVATION』日経 BP 
佐藤卓、 2018、『大量生産品のデザイン論－経済と文化を分けない
思考』 PHP 新書  
末永幸歩、 2020、『「自分だけの答え」が見つかる  13 歳からのア
ート思考』ダイヤモンド社  
千住博、 2014、『芸術とは何か－千住博が答える 147 の質問』祥伝
社新書  
高橋義郎、 2019、『銀座の画廊オーナーが語る－アートに学ぶ 6 つ
の「ビジネス法則」』サンライズパブリッシング  
田川欣哉、 2019、『イノベーション・スキルセット－世界が求める
BTC 型人材とその手引き』大和書房  
田子学・田子裕子、 2019、『突き抜けるデザインマネジメント』日
経 BP 
電通  美術回路 [編 ]、2019、『アート・イン・ビジネス－ビジネスに
効くアートの力』有斐閣  
名和高司、 2018、『コンサルを超える  問題解決と価値創造の全技
法』ディスカヴァー・トゥエンティワン  
南條史生 [編 ]、森美術館 [企画協力 ]、 2020、『人は明日どう生きる
のか－未来像の更新』 NTT 出版  
原田マハ・高橋瑞木、 2020、『現代アートをたのしむ－人生を豊か
に変える 5 つの扉』祥伝社新書  
増村岳史、 2018、『ビジネスの限界はアートで超えろ！』ディスカ
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ヴァー・トゥエンティワン  



















野千鶴 [翻訳 ]、 2015、『スペキュラティブ・デザイン  問題解決
から問題提起へ－未来を思索するためにデザインができること』
ビー・エヌ・エヌ新社  
エイミー・ウィテカー、不二淑子 [訳 ]、電通  京都ビジネスアクセ
ラレーションセンター [編 ]、 2020、『アートシンキング－未知の
領域が生まれるビジネス思考術』ハーパーコリンズ・ジャパン  













大野千鶴 [翻訳 ]、 2017、『ロードアイランド・スクール・オブ・
デザインに学ぶクリティカル・メイキングの授業－アート思考＋
デザイン思考が導く、批判的ものづくり』ビー・エヌ・エヌ新社  
ロベルト・ベルガンディ、八重樫文・安西洋之 [監訳 ]、 2017、『突
破するデザイン－あふれるビジョンから最高のヒットをつくる』
日経 BP 社  
 
[教養／教育実践関連 ] 
石川一郎、 2016、『 2020 年の大学入試問題』講談社現代新書  
石川一郎、 2017、『 2020 年からの教師問題』ベスト新書  
石川一郎、 2019、『 2020 年からの新しい学力』 SB 新書  
石川一郎・矢萩邦彦、2019、『先生、この「問題」教えられますか？
－教育改革時代の学びの教科書』洋泉社  
隠岐さや香、 2018、『文系と理系はなぜ分かれたのか』星海社新       
書  
神林恒道・ふじえみつる [監修 ]、 2018、『美術教育ハンドブック』
三元社  
桑子敏雄、 2019、『何のための「教養」か』ちくまプリマー新書  
菅付雅信、 2018、『これからの教養  激変する世界を生き抜くため
の知の 11 講』ディスカヴァー・トゥエンティワン  
鈴木有紀、2019、『教えない授業－美術館発、「正解のない問い」に
挑む力の育て方』英治出版  













『 21 世紀社会デザイン研究』 11、 pp.87-96 
小林敦、 2013、「野生のデザイン－『技術と社会の共進化』および
『人間の共感覚』を巡る思考と実践－」『 21 世紀社会デザイン研
究』 12、 pp.47-59 
小林敦、 2014、「ソーシャルロボットのアーキテクチャ試論－人間
とロボットが共生する未来社会の実現に向けて－」『 21 世紀社会
デザイン研究』 13 、 pp.55-69 
小林敦、 2015、「 AI と MI の融合による創造性の開発－人間と機械
の協働に向けた新しいテクノロジー・デザイン教育の展望－」『 21
世紀社会デザイン研究』 14 、 pp.55-64 
小林敦、2019、『フランシス・ピカビアの「機械の時代」再考－ポ
スト・ヒューマン時代の人間と機械の観点から』（京都芸術大学
大学院芸術研究科（通信教育）  芸術環境専攻  修士課程  芸術
環境研究領域  比較芸術学分野  修士論文）  
小林敦、 2019、「アート思考、デザイン思考、システム思考の理論
研究と教育実践－新たなキャリア開発のための技法の探究に向
けて」神田外語大学言語メディア教育研究センター『 2018 年度  
言語メディア教育研究センター年報』 No.2、 pp.107-127 
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